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第 1章  第 4次大仙市スポーツ推進計画策定にあたって 

１ 策定の趣旨  

 大仙市は、市民が生涯を通じ個々のライフスタイルに応じて、気軽にスポーツを親し

むことができる生涯スポーツ社会の実現を図ることを目的に、平成２１年４月に「子ど

もスポーツの充実」「生涯スポーツの推進」「競技スポーツの振興」「スポーツ環境の

整備」を柱とする「大仙市スポーツ振興計画」を策定し、本市のスポーツ振興に力を入

れてきました。その後、平成２６年４月には、取り巻く環境の変化を捉えつつ、スポー

ツが地域の活性化に大きな役割を果たすことに鑑みて、５つ目の柱として「スポーツに

よる地域の活性化」を加え、「第２次大仙市スポーツ推進計画」を策定しています。平

成３１年４月には、深刻な少子高齢化を重要な問題と捉え、その解決策の１つとしてス

ポーツによる交流人口拡大を取り入れた「第３次大仙市スポーツ推進計画」を策定し、

「ライフステージに応じたスポーツ活動と健康づくりの推進」「子どものスポーツ機会

の充実と人材の育成」「競技スポーツの振興」「スポーツによる地域の活性化と交流人

口の拡大」「地域のスポーツ活動の充実と環境の整備」の５つの大きな柱により様々な

施策を展開してきました。 

 スポーツは、スポーツ基本法において「心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進、

精神的な充足感の獲得、自立心その他の精神の涵養のために個人又は集団で行われる運

動競技その他の身体活動」と明記されており、スポーツの楽しさ、喜びこそがスポーツ

の価値の中核として、誰もがその価値を享受できるよう、スポーツに参画する機会を確

保することが求められています。 

 「第４次大仙市スポーツ推進計画」は、こうした理念のもと、市民が誰一人取り残さ

れることなく、「いつでも・どこでも・いつまでも」それぞれのライフスタイルに応じ

てスポーツに参画し、その価値を享受できる環境の構築に向けた方向性を示すとともに、

人口減少・少子高齢化をはじめ大きく変化する社会情勢やＳＤＧｓ・ＤＸなどの新たな

潮流を見据えつつ、これまでの３次にわたるスポーツ推進計画の成果を土台に、「スポ

ーツの持つ力」を最大限発揮して課題をさらに解決していく実効性のある施策を盛り込

み、総合的かつ計画的に推進していくために策定したものです。今後、本計画に基づき、

官民が連携を図りながら効果的な施策を積極的に推進し、市民一人ひとりがスポーツに

親しみ、健康で生き生きとした生活を送ることができる Well-being に満ちた豊かな生

涯スポーツ社会の実現を目指していきます。 

※Well-being … 身体的、精神的、社会的にすべてが満たされた多面的・持続的な幸福。 
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2 計画の位置付け 

（１）法的な位置付け 

スポーツ基本法第１０条に定める「地方スポーツ推進計画」と位置付けます。 

 

（２）国の計画との関係 

国の「第３期スポーツ基本計画（令和４年３月２５日 スポーツ庁策定）」の趣旨を

踏まえつつ本市の実情に即したスポーツの推進に関する計画とします。 

 

（３）大仙市総合計画との関係 

本市のまちづくりの羅針盤であり最上位計画に位置する「第２次大仙市総合計画（平

成２８年度～令和７年度）」では、『人が活き 人が集う 夢のある田園交流都市』を

市の将来都市像とし、その実現に向けて３つの基本理念と５つの施策の柱を掲げ、こ

れに基づく多岐にわたる施策・事業を重層的に展開しています。 

スポーツ分野については、施策の柱のうち「みんなの元気を応援します！」に「ス

ポーツの推進」を掲げており、「スポーツ機会の拡大と環境の整備」として、健康か

つ安全・安心なスポーツ環境の整備やスポーツによる地域の活性化、スポーツ施設の

整備充実に取り組むこととしており、本計画はこの施策を具体化する計画として位置

付けています。 

 

３ 大仙市の現状  

大仙市の人口は年々減少しており、平成１７年３月の市町村合併時から令和５年２

月までで約２万人の人口減少となっています。自然動態においては出生数よりも死亡

数が上回る自然減、社会動態においても転入数よりも転出数が上回る社会減となって

おり、この２つの要因が重なる形で毎年約千人の人口減少が続いています。また、人

口構造については、全人口における６５歳以上の高齢者の割合が高く、０～１４歳ま

での年少者の割合が少ない少子高齢化が進行しており、人口減少とあわせて、本市の

スポーツ推進に様々な影響を及ぼしています。 

本市におけるスポーツについては、これまでの多様な主体による多岐にわたる取組

により着実に進展が図られてきていますが、一方で、人口減少・少子高齢化の進行を

はじめ、市民ニーズやライフスタイルの多様化、ＳＤＧｓやＤＸなどの世界的・社会

的要請への対応、ワーク・ライフ・バランスや働き方改革の推進、新型コロナウイル

スによるパンデミックの発生、東京 ２０２０ オリンピック・パラリンピック競技大
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会の開催などにより、取り巻く環境は大きく変化してきており、これまでの課題に加

え新たな課題も生じています。 

市民のスポーツに関する状況については、スポーツの持つ価値を誰もが享受できる

よう様々な形でスポーツに参画する機会を確保することが重要となっている中、コロ

ナ禍を契機に健康意識が高まってきているものの、依然として世代間でスポーツに関

する取組や意識に格差が存在しており、その対応が引き続き求められているほか、障

がいの有無にかかわらず誰もがスポーツに親しむことができるインクルーシブな環境

づくりや健康長寿に向けたシニア世代の運動機会の創出が益々重要になっています。 

また、人口減少・少子高齢化を背景に小中学校における児童・生徒数が減少してお

り、中学校部活動の地域移行やスポーツ少年団の団数・団員の減少への対応、幼児期

から多様な運動・スポーツに親しめる環境づくり、子どもたちの放課後のスポーツ機

会の充実が求められています。 

さらに、競技スポーツの振興上、重要な要素となる競技スポーツへの関心について

は、東京 ２０２０ オリンピック・パラリンピック競技大会の開催等により一時的に

高まったものの、コロナ禍によるプロスポーツの大会観戦やスポーツ選手との交流機

会の減少に伴い停滞傾向となっており、その対応が求められています。 

人口減少が進行し、交流人口の拡大や地域の活性化が課題となる中、スポーツと観

光資源等を有機的に組み合わせたスポーツツーリズムの重要性が高まっており、主要

な取組となる５００歳野球大会やスポーツ合宿について一層の推進が必要となってい

るほか、地域の実情にあわせたスポーツ活動の促進に向けた総合型地域スポーツクラ

ブ等との連携強化や、スポーツ推進に必要な人材の育成が益々重要となっています。 

また、本市が有するスポーツ施設については、市町村合併前から引き継がれた施設

が多く経年劣化が進んでいる施設もあり、市民の誰もが日常的にスポーツを安心して

楽しめる環境づくりを進めるためには、施設の計画的な修繕・整備が必要となってい

ます。加えて、施設の利用予約・申請等について、より利便性が高いＷｅｂ申込等に

対するニーズが高まっていることを踏まえ、ＤＸの観点からもデジタル化への対応が

急務となっています。 
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４ 第３次大仙市スポーツ推進計画の評価検証 

「第３次大仙市スポーツ推進計画（平成３１年４月策定）」では、「ライフステージ

に応じたスポーツ活動と健康づくりの推進」、「子どものスポーツ機会の充実と人材の

育成」、「競技スポーツの振興」、「スポーツによる地域の活性化と交流人口の拡大」、

「地域のスポーツ活動の充実と環境の整備」の５つの大きな柱により様々な施策を展開

してきました。 

1 つ目の「ライフステージに応じたスポーツ活動と健康づくりの推進」では、「子育

て世代・働く世代における気軽に取り組めるスポーツ活動の促進」「高齢者における生

きがいとしてのスポーツ活動の充実」「成人の日常的なスポーツを通じた健康づくり」

の３つの基本施策を掲げ、スポーツ団体やスポーツ推進委員と連携したウオーキングイ

ベントやニュースポーツ講座、楽天野球団や世界少年野球推進財団（ＷＣＢＦ）と連携

した親子野球教室などを開催したほか、気軽に体育施設等を利用できるよう市ホームペ

ージやＳＮＳ等による情報発信を強化するなどの取組を行っています。 

２つ目の「子どものスポーツ機会の充実と人材の育成」では、「学校・スポーツ少年

団・総合型地域スポーツクラブとの連携強化と指導者の育成確保」「子どもの運動習慣

の確立」「スポーツ少年団等への支援」の３つの基本施策を掲げ、スポーツ少年団と学

校との情報交換の場の設置や子どもたちの放課後の運動教室等の開催、スポーツ少年団

に対する大会派遣費等補助金の交付などの取組を進めています。 

３つ目の「競技スポーツの振興」では、「競技スポーツへの関心の向上」と「スポー

ツ関係団体への活動支援」の２つの基本施策を掲げ、スポーツ協会や競技団体等への支

援に加え、スポーツ選手の意識高揚と競技力の向上、市民のスポーツへの関心を高める

「大仙市スポーツ賞」や「大仙市冬季スポーツ賞」等の表彰を行っています。 

４つ目の「スポーツによる地域の活性化と交流人口の拡大」では、「５００歳野球大

会による地域で支えるスポーツと交流活動の推進」「大仙市の特色を活かしたスポーツ

による地域づくり」「スポーツを通じた大仙市の魅力発信」の３つの基本施策を掲げ、

本市のスポーツツーリズム推進の原動力となる「大仙市スポーツツーリズムコミッショ

ン」の設立、新型コロナウイルス感染症の徹底した感染防止対策を講じた上での５００

歳野球大会の開催、同大会レセプションへの著名人の招聘、特別番組の制作・放映等に

よる情報発信などに取り組みました。また、楽天野球団による野球教室やアランマーレ

秋田女子バスケットボール部によるバスケットボール教室の実施、多目的人工芝グラウ

ンド「ふれあいスポーツランド ソラーレ（令和５年７月供用開始）」のオープニング

イベントとして、市と連携協定を結ぶミズノ株式会社からの協力のもと著名人によるト
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ークショーやスポーツフェスティバルの開催、著名人が指導するＪＡ全農ＷＣＢＦ野球

教室や市スポーツ協会大曲支部サッカークリニックなどを行っています。 

５つ目の「地域のスポーツ活動の充実と環境の整備」では、「総合型地域スポーツク

ラブの育成支援と関係機関との連携」「スポーツ施設の充実と利用しやすい施設の環境

整備」の２つの基本施策を掲げ、総合型スポーツクラブの交流や自立運営の促進、スポ

ーツ推進委員を対象とした研修機会の創出などに取り組むとともに、本市の新たなスポ

ーツの拠点施設となる多目的人工芝グラウンド「ふれあいスポーツランド ソラーレ」

の整備や仙北健康広場テニスコート大規模改修をはじめ市スポーツ施設の適切な維持

管理・修繕の推進、総合型クラブによる施設指定管理や施設管理業務委託の実施、市ホ

ームページ・ＳＮＳによる情報発信、スロープや障がい者観覧スペースの設置などを推

進しています。 

こうした計画に基づく多くの施策については、途中、新型コロナウイルス感染症の感

染拡大により一部に大きな影響が生じた時期もあったものの、関係機関・団体のご理解

とご協力のもと、概ね順調に進捗できたものと捉えています。しかしながら、これらの

施策については継続した取組が必要なものが多く、今後ともスポーツを取り巻く環境や

市民ニーズなどを的確に捉えながら所要の見直しを図り、計画的かつ効果的に取り組ん

でいくことが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「市民による市政評価」（市民ニーズ） 

大仙市では、市民の市政に対する評価や意見を伺い、今後の市政運営や市民との協働

のまちづくりを進めるため、平成１８年度から「市民による市政評価」を継続的に実施

しています。 

令和５年５月に実施した評価結果を見ると、「スポーツ分野」については「満足度」

が２９分野中４位に位置しており、また、前年の令和４年度評価からひとつ順位を上げ

ています。これは、これまでのスポーツ推進施策が市民に周知され、評価された結果で

あると捉えており、今後もさらなる市民満足度の向上を目指して取組を進めていく必要

があります。 
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農林水産業

商工業

花火産業構想

観光

雇用・就労

出会い・結婚

子育て

保健・医療

社会福祉

社会保障

スポーツ

自然・衛生環境
安全・安心体制

空き家対策

公共交通

地域情報化

市街地

道路・河川

上・下水道

住環境

学校教育
生涯学習

芸術・文化

地域間・国際交流

地域活性化

移住・定住

市民協働

男女共同参画

行財政運営

2.60

2.70

2.80

2.90

3.00

3.10

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

3.70

3.80

3.30 3.40 3.50 3.60 3.70 3.80 3.90 4.00 4.10 4.20 4.30 4.40 4.50 4.60

相対的にみて満足度が高く重要度も高いkj相対的にみて満足度が高く重要度は低い

l 相対的にみて満足度が低く重要度も低い 相対的にみて満足度が低く重要度は高いm

満

足

度

重 要 度

低

い

高

い

高い低い

要望度が高い

3.97

3.21
平均

3.94

3.25

※点線は昨年の平均

満足度　※

増減

（R5-R4）

1 1 【保健・医療】 f 3.70 3.71 ▲ 0.01

2 6 【安全・安心体制】 j 3.51 3.46 0.05

3 2 【子育て】 l 3.48 3.60 ▲ 0.12

4 5 【スポーツ】 f 3.47 3.47 0.00

4 3 【自然・衛生環境】 l 3.47 3.52 ▲ 0.05

6 4 【上・下水道】 f 3.46 3.49 ▲ 0.03

7 7 【地域情報化】 f 3.42 3.45 ▲ 0.03

8 11 【学校教育】 f 3.32 3.34 ▲ 0.02

9 9 【社会福祉】 l 3.31 3.42 ▲ 0.11

10 10 【社会保障】 l 3.29 3.41 ▲ 0.12

11 8 【花火産業構想】 i 3.28 3.43 ▲ 0.15

11 13 【道路・河川】 f 3.28 3.27 0.01

13 12 【生涯学習】 f 3.25 3.29 ▲ 0.04

14 14 【地域間・国際交流】 f 3.24 3.26 ▲ 0.02

R4

順位

項  目
R5 R4 R5

15 15 【芸術・文化】 f 3.23 3.24 ▲ 0.01

16 18 【農林水産業】 f 3.19 3.19 0.00

16 19 【市民協働】 f 3.19 3.18 0.01

18 15 【住環境】 l 3.17 3.24 ▲ 0.07

19 17 【公共交通】 l 3.16 3.23 ▲ 0.07

20 20 【男女共同参画】 f 3.15 3.17 ▲ 0.02

21 20 【地域活性化】 f 3.14 3.17 ▲ 0.03

22 20 【観光】 l 3.09 3.17 ▲ 0.08

22 24 【行財政運営】 f 3.09 3.08 0.01

24 23 【移住・定住】 l 3.07 3.12 ▲ 0.05

25 26 【出会い・結婚】 f 2.88 2.92 ▲ 0.04

26 27 【空き家対策】 f 2.87 2.87 0.00

27 25 【市街地】 i 2.81 2.96 ▲ 0.15

28 29 【雇用・就労】 l 2.78 2.84 ▲ 0.06

29 28 【商工業】 l 2.77 2.85 ▲ 0.08
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６ 課題の整理  

国のスポーツ基本法や第３期スポーツ基本計画、第４期秋田県スポーツ推進計画、第

２次大仙市総合計画や第２期大仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略などの上位・関連

計画、本市におけるスポーツの現状、第３次大仙市スポーツ推進計画の評価、市民評価、

ＳＤＧｓ、ＤＸなどの観点から課題を次のとおり整理します。 

 

課題１ 市民の誰もがライフステージに応じて様々な形でスポーツに参画できる環境

づくりのさらなる推進 

・ スポーツや健康づくりに取り組む時間が比較的少ない子育て世代や働く世代が日常

的に気軽にスポーツを楽しめる環境づくりや障がいの有無にかかわらず誰もがスポ

ーツに親しむことができるインクルーシブな環境づくりをさらに進めていく必要が

あります。 

・ 市民の健康長寿や Well-being の実現の観点から、生きがいづくりに資するスポー

ツを通じた交流・活躍の場づくりや、介護予防につながる無理なくスポーツに取り組

める機会の充実を図る必要があります。 

・ コロナ禍を契機とした健康意識・スポーツへの関心の高まりを受け、成人が日常的

にスポーツに親しむことができる環境づくりをさらに推進していく必要があります。 

 

課題２ 子どものスポーツ活動・運動習慣づくりとその推進体制・環境づくりのさらな

る推進 

・ 子どもが運動や遊びを通してスポーツに親しむ習慣・意欲を育て、いつでも・どこ

でもスポーツに取り組むことができるよう、学校・スポーツ少年団・総合型地域スポ

ーツクラブとの連携を強化し、子どもたちのスポーツ活動を支えていく必要がありま

す。 

・ 中学校における生徒数の減少に伴い、学校単位での部活動が難しくなってきている

ことを踏まえ、生徒が希望するスポーツに継続して取り組んでいくことができるよう、

中学校の部活動の地域移行を着実に進めていく必要があります。 

・ 本市の児童・生徒の体力・運動能力は総じて全国平均を上回っているものの一部に

下回るものも見受けられることから、今後も継続的に運動習慣づくりに取り組むとと

もに、幼児期から多様な運動やスポーツに親しめる環境を充実させ、運動が好きな子

どもを育てていく必要があります。 

・ 子どものスポーツ参加機会の創出に重要な役割を果たすスポーツ少年団について、

子どもや保護者から安心して参加してもらえるよう、同活動の維持・活性化を図るた

めの継続的な支援が必要となっています。 
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課題３ 競技スポーツの振興に向けた意識醸成と関連団体活動のさらなる促進 

・ コロナ禍によりプロスポーツの大会観戦やスポーツ選手との交流機会が減少したこ

とに伴い市民の競技スポーツへの関心が停滞傾向にあることを受け、そうした観戦・

交流機会の創出や本市の選手・チームの活躍を広く発信する取組についてさらに推進

していく必要があります。 

・ 本市スポーツ選手の意識高揚と競技力の向上、市民のスポーツへの関心を高めるス

ポーツ表彰について今後も実施するとともに、本市のスポーツ振興を担いスポーツの

普及発展と技術向上に貢献する関連団体への活動支援を継続する必要があります。 

 

課題４ 交流人口の拡大や地域の活性化に資するスポーツツーリズムのさらなる推進 

・ 人口減少が進行し交流人口の拡大や地域の活性化が課題となる中、スポーツと観光

資源等を有機的に組み合わせたスポーツツーリズムの重要性が高まっていることを

踏まえ、本市の一大スポーツイベントである全国・全県５００歳野球大会等について

持続的な発展ができるよう、市民・企業・行政が一体となった取組・体制づくりをさ

らに推進していく必要があります。 

・ スポーツツーリズムの主要な取組のひとつであるスポーツ合宿について、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けて減少傾向にあることを踏まえ、多様なスポーツ合宿

の誘致が行えるよう、スポーツ施設・宿泊施設の連携と効率的・効果的活用をより一

層図っていく必要があります。 

  

課題５ 地域の実情にあったスポーツ活動の促進とスポーツ施設の有効活用・計画的

修繕整備の推進 

・ 地域の実情にあわせたスポーツ活動の促進を図るためには、総合型地域スポーツク

ラブと関係機関等とのさらなる連携を進めるとともに、スポーツ推進に必要な人材の

育成を図る必要があります。 

・ 多くのスポーツ施設で経年劣化が進む中、市民の誰もが日常的にスポーツを安心し

て楽しめる環境づくりを進めるためには、施設の計画的な修繕・整備が必要となって

います。 

・ スポーツ施設の利用予約・申請等について、国全体でＤＸが進行する中、より利便

性が高いＷｅｂ申込等に対するニーズが高まっていることを踏まえ、デジタル化への

対応が必要となっています。 
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７ 基本理念  

 

基本理念  「一生 スポーツ 一生 健康」 
 
市民一人ひとりがライフスタイルに応じてスポーツに親しみ、健康で 

生き生きとした生活を送ることができる豊かな生涯スポーツ社会の実現 

 

スポーツは、「スポーツ基本法」の前文において、「世界共通の人類の文化である」

と示されています。 

スポーツは、心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進、精神的な充足感の獲得に

つながるものであり、市民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を営む上で不

可欠のものです。 

スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、全ての人々の権利であり、全ての

人がその自発性のもと、安全かつ公正な環境で、様々な形でスポーツに参画することの

できる機会が確保されなければならないと考えています。 

こうした考えのもと、子どもから高齢者まで、障がいの有無や性別などに関わらず、

個々の体力や状況等にあわせて、すべての人が生涯にわたってスポーツに親しみ、楽し

むことができる環境を整えていくため、引き続き「一生 スポーツ 一生 健康」を基本

理念に掲げ、市民一人ひとりがライフスタイルに応じてスポーツに親しみ、健康で生き

生きとした生活を送ることができる豊かな生涯スポーツ社会の実現を目指していきま

す。 
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８ 基本方針 

国のスポーツ基本法や第３期スポーツ基本計画、第４期秋田県スポーツ推進計画、第

２次大仙市総合計画や第２期大仙市まち・ひと・しごと創生総合戦略などの上位・関連

計画、本市スポーツ推進における課題、本計画の基本理念などを踏まえ、次の３つの基

本方針を設定します。なお、この３つの基本方針については有機的な結びつきを持たせ

ることとし、それぞれの方針に基づく施策・事業についても連携して推進することとし

ます。 

 

基本方針１ 市民が生涯にわたり誰もが日常的にスポーツに親しめる社会の実現 

基本方針２ スポーツを活用した地域づくりと交流による市民の一体感の醸成と活力

ある地域社会の実現 

基本方針３ 競技団体への活動支援による競技力の向上 

 

９ 基本目標と基本施策 

本計画の基本理念や基本方針等を踏まえ、次の５つの基本目標とその目標を達成す

るために講じる基本施策をそれぞれに設定します。また、その達成状況を把握するた

め、これらの基本目標に即した数値目標指標を設定します。 

 

基本目標 1  ライフステージに応じた多様なスポーツ活動と健康づくりの推進  

（１）子育て世代・働く世代における気軽に取り組めるスポーツ活動の促進 

（２）障がい者のスポーツ参画の促進 

（３）高齢者における生きがいとしてのスポーツ活動の充実 

（４）成人の日常的なスポーツを通じた健康づくり 

 

基本目標２  子どものスポーツ機会の充実と人材の育成 

（１）スポーツを継続してできる体制づくりと指導者の育成・確保 

（２）子どもの運動習慣の確立 

（３）スポーツ少年団等への活動支援 
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基本目標３  競技スポーツの振興 

（１）競技スポーツへの関心の向上 

（２）スポーツ関係団体への活動支援 

 

基本目標４ スポーツによる地域の活性化と交流人口の拡大 

（１）５００歳野球大会を活用した地域づくりと大仙市の魅力発信 

（２）スポーツイベントやスポーツ合宿等によるスポーツツーリズムの推進 

 

基本目標５  地域のスポーツ活動の充実と環境の整備 

（１）総合型地域スポーツクラブと関係機関との連携 

（２）スポーツ施設の充実と利用しやすい施設の環境整備 

 

【数値目標指標】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

103

22 23 24 25 26 27

93 95 97 99 101

チーム数 26 27 28 29 30 31

スポーツ合宿誘致数 団体 11

目標指標 単位

基準値

2022年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

目標値

全国500歳野球大会
県外チーム参加数

15 18 21 24 27

57.9 58.0 58.1

大仙市スポーツ賞
表彰者数

57.6

子どもの
体力水準

小５男子

小５女子

中２男子

中２女子

57.7 57.8

人

団体

点
59.9

48.2 48.3 48.4 48.5 48.6 48.7

59.4 59.5 59.6 59.7 59.8

52.1 52.2 52.351.8 51.9 52.0
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１０ 計画の期間 

計画期間は令和６年度から令和１０年度（２０２４～２０２８年度）までの５年間

とします。また、本計画に基づく施策の実施にあたっては、国・県の動向や社会情勢、

スポーツを取り巻く環境の変化に対応するため、必要に応じて見直しを行うこととし

ます。 

 

１１ スポーツ推進計画と SDGｓとの関連 

平成２７年（２０１５年）に国連で採択され、今や国際社会全体の開発目標となっ

ているＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）では、「スポーツは持続可能な開

発における重要な鍵となるものである」と位置付け、スポーツの持つ「人々を集める

力」や「人々を巻き込む力」を活用することで、人々の価値観や行動様式を変え、持

続可能な社会づくりに貢献できるとしています。 

また、本市は令和４年に国の「ＳＤＧｓ未来都市」に選定され、「Well-beingにあ

ふれ 未来に向けて持続発展する 田園交流都市だいせん」をあるべき姿に掲げ、ＳＤ

Ｇｓを原動力とした多岐にわたる取組を推進しています。その中で、特に力を入れる

取組の一つとして「スポーツを起点とした市民の健幸づくりとツーリズムの推進」を

挙げており、スポーツを起点に観光や文化、健康など様々な分野と融合した官民連携

によるスポーツツーリズムを推進していくこととしています。 

  本計画の基本理念である「一生 スポーツ 一生 健康」は、「誰一人取り残さない」

持続可能でより良い社会の実現を目指すＳＤＧｓの理念と合致し、市民の Well-being

の実現につながるものであり、本計画に掲げる施策と関連付けて推進することとしま

す。 
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１２ 大仙市の目指す姿と計画の基本的な方向  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大仙市の目指す姿

市民が生涯にわたり誰もが日常的にス

ポーツに親しめる社会の実現

競技団体への活動支援による競技力

の向上

スポーツを活用した地域づくりと

交流による市民の一体感の醸成

と活力ある地域社会の実現

第4次大仙市スポーツ推進計画【2024－2028】

1 ライフステージに応じた多

様なスポーツ活動と健康づ

くりの推進

2 子どものスポーツ機会の充

実と人材の育成

3 競技スポーツの振興

5 地域のスポーツ活動の

充実と環境の整備

4 スポーツによる地域の活性

化と交流人口の拡大

第2次大仙市スポーツ推進計画【2014－2018】(平成26年～平成30年)

一生 スポーツ 一生 健康
市民一人ひとりがライフスタイルに応じてスポーツに親しみ、健康で

生き生きとした生活を送ることができる豊かな生涯スポーツ社会の実現

（１）子育て世代・働く世代における気軽に取り組めるスポーツ

活動の促進

（２）障がい者のスポーツ参画の促進

（３）高齢者における生きがいとしてのスポーツ活動の充実

（４）成人の日常的なスポーツを通じた健康づくり

（１）スポーツを継続してできる体制づくりと指導者の育成・確保

（２）子どもの運動習慣の確立

（３）スポーツ少年団等への支援

（１）競技スポーツへの関心の向上

（２）スポーツ関係団体への活動支援

（１）５００歳野球大会を活用した地域づくりと大仙市の魅力

発信

（２）スポーツイベントやスポーツ合宿等によるスポーツツーリ

ズムの推進

（１）総合型地域スポーツクラブと関係機関との連携

（２）スポーツ施設の充実と利用しやすい施設の環境整備

【基本目標】
【基本施策】

第3次大仙市スポーツ推進計画【2019－2023】(平成31年～令和5年)

大仙市スポーツ振興計画 【2009－2013】(平成21年～平成25年)
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第２章  施策の推進 

    

基本目標 1  ライフステージに応じた多様なスポーツ活動と健康づくりの推進  

 

市民の誰もが、それぞれのライフステージや体力、興味、目的などに応じて、いつで

も、どこでも、いつまでも気軽にスポーツに親しむことができる環境づくりとして、「子

育て世代・働く世代が気軽に取り組めるスポーツ活動の促進」や「障がい者のスポーツ

参画の促進」「高齢者の生きがいとしてのスポーツ活動の充実」「成人の日常的なスポ

ーツを通じた健康づくり」に取り組み、多様なスポーツ活動と健康づくりを一層推進し

ます。 

また、その取り組みにあたっては、本市が「日本一健幸なまち」を目指して市を挙げ

て取り組んでいる「健幸まちづくりプロジェクト」との連携を図ることとし、誰もが無

理なく取り組める健康づくりを推進します。 

 

 

 

【現状と課題】 

子育て世代や働く世代は、仕事や子育てなどで忙しく、加えて、自身の健康に対す

る意識・関心が比較的低いため、スポーツや健康づくりに取り組む時間が少ない傾

向にあります。このことから、子育て世代や働く世代が日常的にスポーツを楽しめ

る環境づくりや、すきま時間を活用して取り組める運動機会の充実を図る必要があ

ります。 

【具体的な施策】 

①親子が気軽に参加でき、楽しく体を動かすことのできる運動イベント等の開催を

促進し、子育て世代の運動機会の充実を図ります。 

②立ち寄りやすい場所で継続的に取り組める運動教室等を開催し、子育て世代や働

く世代の運動機会の拡充を図ります。 

③「健幸まちづくりプロジェクト」への企業参加を促し、健康経営を促進するとと

もに、働く世代の運動に対する意識や関心の向上を図ります。 

④スマートフォンやタブレット等を用いて、職場や自宅ですきま時間を活用して楽

しく手軽に取り組める運動環境づくりを促進します。 

 

ライフステージに応じた多様なスポーツ活動と健康づくりの推進 基本目標 1 

（１）子育て世代・働く世代における気軽に取り組めるスポーツ活動の促進 
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【現状と課題】 

東京オリンピック・パラリンピックを契機に、障がい者スポーツへの関心が高ま

っており、特に、共に支え合い、様々な人々の能力が発揮されていく共生社会の中

で、誰もが一緒に楽しめる「アダプテッド・スポーツ※」が注目されています。この

アダプテッド・スポーツをはじめとした障がい者スポーツについて、ＳＤＧｓの観

点からも、障がいの有無にかかわらず広く周知を図り、誰もが共にスポーツに親し

むことができる包摂性のある環境づくりを進めていく必要があります。 

【具体的な施策】 

①学校やスポーツイベントの中で、障がい者スポーツの体験会等を開催し、その周知

を図るとともに、市民の障がい者スポーツに対する理解を深めます。 

②市内のスポーツ施設等における障がい者の利用実態や実施可能種目等の情報を提

供し、障がい者が地域において日常的にスポーツに親しめる環境づくりに努めま

す。 

③アダプテッド・スポーツを実際に体験できる機会を創出し、障がいの有無にかかわ

らず共にスポーツを楽しめる環境づくりに努めます。 

※アダプテッド・スポーツとは、一人ひとりの発達状況や身体の状態に「適応（adapt）させた」 スポーツの

こと。障がい者や高齢者なども参加できるように既存のスポーツを修正したもの、新たに創ったものを指

す。必要であればルールや用具・装置を工夫したり新たに開発することによって、できるように創り変え、

誰もが身体活動を楽しめるようにするスポーツ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）障がい者のスポーツ参画の促進 
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【現状と課題】 

シニア世代は、仲間や団体などで運動を行う傾向にあり、社会とのつながりが持て

るスポーツが「生きがい」のひとつとなっている方も多いことから、仲間とともに生

き生きとスポーツに親しみ、交流や活躍の場を広げられる環境づくりを進めていく必

要があります。 

また、介護予防の観点からもシニア世代の運動に対する関心は高く、老化による運

動機能や認知機能の低下を防ぐための運動や無理なくできるスポーツに取り組める機

会の充実を図る必要があります。 

【具体的な施策】 

①高齢者向けの運動プログラムやスポーツイベント、サークル・団体でのスポーツ活

動などについて、市広報や市ホームページ等で情報発信を行い、高齢者が運動に取

り組むきっかけづくりを行います。 

②健康寿命の延伸や介護予防における運動の必要性について、高齢者包括支援センタ

ーと情報共有を図り、運動習慣の定着を目的とした様々な教室を開催し、日常的な

運動の実施を促進します。 

③各地域の総合型地域スポーツクラブと連携し、既存のスポーツの枠にとらわれない

新たなルール・スタイルによる高齢者も無理なく参加できるスポーツの普及を図り

ます。 

④市スポーツ協会等と連携し、多くの高齢者が生涯スポーツに親しみ、継続してスポ

ーツに取り組めるよう、自己の技量を試す場としてマスターズ大会等の参加を促進

します。 

 

 

 

【現状と課題】 

コロナ禍により健康に対する意識が高まり、健康づくりのためにスポーツをする方

が増えています。また、コロナ禍の新しい生活様式の中で、３密を回避し、自宅やそ

の周辺において一人で気軽に運動できる環境が整ったことも運動機会の増加要因にな

ったものと考えています。 

（３）高齢者における生きがいとしてのスポーツ活動の充実 

（４）成人の日常的なスポーツを通じた健康づくり 
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こうした健康意識の高まりや運動機会の増加をさらに伸ばしていくためには、成人

が日常的にスポーツに親しむ機会を充実させ、スポーツ活動が健康増進につながる取

組を進めていく必要があります。 

【具体的な施策】 

①「健幸まちづくりプロジェクト」への市民参画を促し、日常的に気軽に取り組め

るウオーキングを促進するとともに、運動習慣のない方でも関心を持ってもらえ

るよう、様々な分野との連携を図り、楽しみながらウオーキングに取り組める環

境を創出します。 

②健康づくりのための運動の重要性に関する意識を高められるよう、健康増進セン

ターと連携し、スポーツイベントや運動教室等の機会を捉えて、パンフレット配

布や講演を行うなど、健康に関する啓発活動を推進します。 

③「おらだのラヂオ体操※１」「大仙いきいき体操※２」「だいせんリズム体操※

３」、について、日常的な運動習慣のひとつとして市民から取り組んでいただけ

るよう、市ホームページやＦＭはなびなどを通じて周知を図ります。 

※1「おらだのラヂオ体操」 

秋田弁が使用されたユーモアあふれるラジオ体操で女声バージョンと男声バージョンがある。本市仙北地

域で例年開催されている一斉ラジオ体操が発端となって作成されたもの。 

※２「大仙いきいき体操」 

FMはなびで毎週月曜日から金曜日に１日２回放送中。ラジオから流れる音楽に合わせてタオル体操を行

うことでストレッチ効果が期待できる。体操の仕方を説明したパンフレットを大仙市 HP で掲載しているほ

か、各庁舎や公民館でも配布。  

※３「だいせんリズム体操」 

音楽に合わせて血流アップ、筋力アップの効果が期待できる体操。 

※２・３とも、市民の介護予防や健康増進を目的として作られた大仙市独自の体操。運動が苦手な人で

も楽しく続けられる内容で、リズムに合わせて体を動かすことで脳の刺激にもなり、認知症予防効果

が期待される。 
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基本目標２  子どものスポーツ機会の充実と人材の育成 

 

子どもが運動や遊びを通してスポーツに親しむ習慣・意欲を育むため、いつでも・ど

こでもスポーツに取り組むことができるよう、学校や放課後、地域における子どものス

ポーツ機会の充実と人材の育成に努めます。 

 

 

【現状と課題】 

本市のスポーツ少年団は、令和５年１０月現在、７１単位団、団員１，２２８人、

指導者４５０人で構成され、活発な団活動が展開されています。その一方で、少子化

の影響を受け、年々単位団、団員数共に減少しており、１単位団での活動が難しくな

り、合併する単位団も増えています。こうした状況から、学校やスポーツ少年団、総

合型地域スポーツクラブが連携を深め、一体となって子どもたちのスポーツ活動を支

えていく体制の強化が必要となっています。 

  また、中学校の部活動も同様に、生徒数や運動部に入る子どもたちの減少により、

学校単位での部活動が難しくなってきており、生徒たちが希望するスポーツに継続し

て取り組んでいくことができるよう、中学校の部活動の地域移行(連携)を着実に進め

ていく必要があります。 

【具体的な施策】 

① 中学生各自が希望するスポーツを継続して取り組んでいくことができるよう、地

域のスポーツ団体と学校の連携による体制づくりを進め、中学校における部活動

の地域移行(連携)を休日実施から段階的に推進していきます。 

②子どもたちや保護者がスポーツ少年団の活動や様々なスポーツを体験できる機会

をつくり、子どもたちが自分に合ったスポーツ活動ができる環境づくりに努めま

す。 

③地域の一般サークルや企業チーム、高校の部活動等スポーツを継続できる場や機

会があることを情報発信するとともに、スポーツ団体と小中学生の連携活動を推

進し、子どもたちのスポーツ活動への意欲を高めます。 

④指導者の育成・確保を図るため、スポーツ協会やスポーツ少年団等に対し、指導

者向けの講習会を開催するとともに、指導者への活動支援の充実に努めます。 

 

子どものスポーツ機会の充実と人材の育成 基本目標 2 

（１）スポーツを継続してできる体制づくりと指導者の育成・確保 
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【現状と課題】 

文部科学省が小学５年生、中学２年生を対象に実施している「全国体力・運動能

力、運動習慣等調査」によると、本市の児童・生徒の体力・運動能力については、一

部に国・県平均を下回る項目があるものの、総じて全国平均を上回っています。今後

も児童・生徒の体力・運動能力の維持・向上を図っていくためには、継続的に運動習

慣づくりに取り組んでいく必要があります。 

   １週間の総運動時間については、男女ともに二極化している状況にあり、このう

ち中学生女子については運動時間が減少傾向にあります。また、スポーツ少年団で

は小学校低学年もしくは幼児期の団員が増えるなど低年齢化が進んでいます。この

ことから、幼児期から多様な運動やスポーツに 

親しめる環境を充実させるとともに、放課後に 

おいても子どもたちが運動できる機会を増やし、 

運動が好きな子どもを育てていく必要があります。 

 

【具体的な施策】 

①保育園や認定こども園、スポーツ少年団、民間のスポーツジム等と連携し、体を動

かす楽しさを体験できる運動教室や遊びの場を提供し、幼児期から運動やスポーツ

に親しめる環境づくりを推進します。 

②児童クラブと連携し、子どもたちが放課後においても体を動かし楽しめるような運

動教室や遊びの場の提供などを行い、放課後のスポーツ機会の拡充に努めます。 

③「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」により、本市の児童生徒の実情を把握し、

学校の教育活動全体の中で、多様な運動活動の機会の充実を図り、運動が好きな児

童生徒の育成を目指します。 

④ｅスポーツやアプリを活用したスポーツイベント等を開催し、子どもたちがスポー

ツに関心を持ち、身体を動かすことの楽しさを知るきっかけとなる機会の創出に努

めます。 

 

 

 

（２）子どもの運動習慣の確立 



20 

 

 

 

 【現状と課題】 

スポーツ少年団は、子どもたちがスポーツに関心を持ち、参加する機会を増やす

重要な役割を担っています。団の活動については、保護者と指導者の連携協力で成

り立っており、それぞれの役割のもと運営が行われています。この活動を維持・活性

化させていくためには、保護者や指導者の負担を減らすことが必要であり、加えて、

安心してスポーツ少年団の活動に参加してもらうため、問題等が発生した際の相談

体制についても整えておく必要があります。 

【具体的な施策】 

①スポーツ少年団の充実した活動と指導者・保護者の負担軽減を図るため、全国大会

等への出場に対する支援について、実情に沿った見直しを図りながら継続します。 

②スポーツ少年団や小中学校の各種大会で使用される市内スポーツ施設の利用料金

について、各施設の設置条例等に基づきながら引き続き減免を実施します。 

③大学や企業等と連携し、小中学生及び指導者、保護者を対象とした子どもの身体と

健康やスポーツ障害に関する教室を開催します。 

④大仙市スポーツ少年団本部及び各支部事務局が窓口となり、スポーツ少年団が抱え

る課題の解決に向けた助言指導を行い、団活動が円滑に行えるような体制づくりに

努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）スポーツ少年団等への活動支援

（２）子どもの運動習慣の確立 
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 基本目標３  競技スポーツの振興  

 

競技スポーツの振興に向けて重要な要素となる「スポーツへの関心」について、市民

からさらに関心を高めていただくため、プロスポーツの大会観戦やスポーツ選手との交

流機会の充実を図ります。 

また、地元出身選手の活躍は地域に活力をもたらすことから、各競技団体や関係機関

との連携のもと、スポーツ選手の励みとなるスポーツ表彰を引き続き行うとともに、競

技スポーツの振興が図られるよう活動支援に努めます。 

 

  

【現状と課題】 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックにより、市民のスポーツへの関心は

一時的に高まったものの、コロナ禍によりプロスポーツ大会を観戦する機会やトッ

プレベルの選手と触れ合う機会が減少しており、競技スポーツへの関心は停滞傾向

にあります。身近なスポーツ選手のハイレベルなプレーを直接観戦することは、市

民のスポーツに対する興味・関心・意識を高め、自らもスポーツに参加するきっかけ

となることが期待されます。また、トップアスリートと直接交流し、指導してもらう

ことは、競技力の向上につながります。こうしたことから、トップレベルの選手と触

れ合う機会を増やし、本市の選手やチームの活躍を発信していく取組を進めていく

必要があります。 

【具体的な施策】 

①スポーツ団体や企業等と連携し、元プロ選手やレベルの高い技術を有する指導者に

よる各種スポーツ教室の開催、プロスポーツチームやトップレベルの試合、各種ス

ポーツ競技大会を誘致することで、ハイレベルスポーツに触れる機会の充実を図り

ます。 

②本市で開催される各種大会や全国大会等に出場する選手・チームに関する情報収集

を行い、市広報や市ホームページ等で積極的に発信することで、市民の競技スポー

ツへの関心を高めます。 

③障がい者スポーツ団体等と連携し、スペシャルオリンピックス等で行われている種

目や障がい者スポーツ活動を紹介することで、障がい者スポーツの普及・促進を図

ります。 

競技スポーツの振興 

（１）競技スポーツへの関心の向上 

基本目標 3 
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【現状と課題】 

大仙市スポーツ協会は、本市スポーツ団体を代表し、市民の誰もがスポーツの価

値を享受できるよう、各地域のスポーツ振興を担うとともに、スポーツの普及発展

とスポーツ技術の向上に貢献しています。市スポーツ協会の取組のひとつであり、

市と協働で取り組む「大仙市スポーツ賞」では、毎年１００を超える競技スポーツ選

手・団体を表彰しており、スポーツ選手の大きな励みとなっています。こうした活動

は、本市の競技スポーツを振興していく上で不可欠なものであり、今後も継続的な

活動支援が必要となっています。 

また、トップで活躍する地元出身選手を支援し、広く情報発信を行うことは、市民

のスポーツへの関心を高めるとともに、選手の意識高揚にもつながっていることか

ら、今後も市スポーツ協会と連携しながら地元出身選手を支援する体制づくりを進

める必要があります。 

さらに、競技スポーツの振興には、指導 

者や審判員の育成・確保が不可欠であり、 

そうした人材の確保に向けた取組を進めて 

いく必要があります。 

 

【具体的な施策】 

①国際大会及び全国大会、東北大会、全県大会において上位入賞を果たした選手及び

市のスポーツ振興に貢献のあった個人・団体に対し、「大仙市スポーツ賞」の表彰

を行い、競技スポーツに対しての意識の高揚と競技力の向上を図ります。 

②スポーツの普及発展とスポーツ技術の向上に重要な役割を果たしている大仙市ス

ポーツ協会に対し引き続き活動支援を行い、本市の競技スポーツの振興を図りま

す。 

③大仙市スポーツ協会と連携し、全国や世界で活躍する選手・チームのスポーツ活動

について情報発信を行い、地元出身選手を支援する体制づくりに努めます。 

④指導者や審判員の資格を取得するための支援のあり方について検討し、指導者、審

判員の育成・確保に努めます。 

（２）スポーツ関係団体への活動支援 
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基本目標４ スポーツによる地域の活性化と交流人口の拡大 

 

スポーツによる地域の活性化と交流人口の拡大等を図る取組として、スポーツ資源と

観光・文化財等の地域資源を組み合わせたスポーツツーリズムを推進します。 

 

 

【現状と課題】 

大仙市では、特色あるスポーツイベントとして「全県５００歳野球大会」を開催し

ています。本大会は県内各地から毎年４，０００人以上の選手が参加する市を代表

するスポーツイベントであり、地域の活性化や交流人口の拡大、本市の魅力発信に

大きく貢献しています。また、平成２９年度からは「全国５００歳野球大会」を開催

しています。県内外から３０超のチームが参加しており、本市のスポーツツーリズ

ムの主要な取組として定着が図られています。また、同大会では、市民ボランティア

を募り、大会運営に携わることにより、５００歳野球大会への関心を高める取組も

進めています。 

こうした本市を代表するスポーツイベントである５００歳野球大会について、選

手だけでなく市民が愛着を持ち、市民・企業・行政が一体となって大会を盛り上げる

ことは「支えるスポーツ」の促進と地域の活性化につながるものであることから、持

続的に開催できるよう引き続き取り組んでいく必要があります。 

 

【具体的な施策】 

①全国５００歳・全県５００歳野球大会チームが交流できる機会を持つとともに、大

会運営に市民が携わることによって、５００歳野球への愛着と一体感の創出を図り

ます。 

②全国５００歳野球大会では、「親父たちの甲子園」をキャッチフレーズに、全都道

府県の代表から出場していただくことを目指し、５００歳野球の周知・普及活動と、

各種メディアを活用したＰＲを積極的に行います。また、小中学校や企業、全県５

００歳野球チームと協働し、県外チームへのおもてなし企画やアトラクション等を

用意し、応援に訪れる家族等も楽しめる大会運営に努め、交流人口の拡大を図りま

す。 

（１）500歳野球大会を活用した地域づくりと大仙市の魅力発信 

（１）競技スポーツへの関心の向上

スポーツによる地域の活性化と交流人口の拡大 基本目標 4 
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【現状と課題】 

大仙市は、スポーツ施設や宿泊施設が充実しており、県内外から多くの団体がス

ポーツ合宿に訪れています。しかしながら、コロナ禍により合宿団体数・合宿実施

日数が縮小傾向となっており、スポーツツーリズム推進上その回復・増加が課題と

なっています。 

こうした中、令和５年７月に本市の新たなスポーツ拠点となる多目的人工芝グラ

ウンド「ふれあいスポーツランド ソラーレ」がオープンし、シーズンを通して多

様なスポーツが楽しめる環境が整ったところであり、本市の新たな魅力としてスポ

ーツ合宿の誘致に活用していく必要があります。また、同施設と既存施設との組み

合わせにより、これまで難しかった大規模なスポーツイベントの開催も可能になっ

たことから、各種スポーツイベントの誘致・開催に向けて積極的なＰＲを行う必要

があります。 

さらに、本市には複数のスキー場があり、ウインタースポーツ環境が充実してい

ます。この雪国ならではの特性を活かし、地域の活性化やスポーツツーリズムを持

続的に推進していくためには、スキー場の活性化と魅力向上が重要であり、スキー

場の利用増進につながる取組が必要となっています。 

 

【具体的な施策】 

①大仙市スポーツツーリズムコミッションによるシーズンを通じた多様なスポーツ

活動について、市内のスポーツ施設等を活用し、全国の高校・大学を中心とした

官民連携によるスポーツ合宿誘致を推進します。 

②ウインタースポーツを通じた地域の活性化に向け、学校でのスキー教室等をきっ

かけに市民がスキー場を訪れる機会を増やし、スキー場の積極的な活用を促進す

るための取組として小中学生の無料シーズン券の配布を継続します。 

③「ふれあいスポーツランド ソラーレ」を活用し、市内外からの誘客につながる

スポーツイベントの拡充や、大規模イベント・複数種目の大会等の誘致を図るこ

とで、観光・文化・温泉・食など様々な地域資源と結びつけたスポーツツーリズ

ムを推進します。 

④大仙市とスポーツ協定を結んでいる企業とイベントを開催し、様々な分野の組み

合わせやスポーツ以外の楽しみも要素として取り入れることで、スポーツに対す

る市民の関心を高め、地域の賑わいの創出を図ります。 

（２）スポーツイベントやスポーツ合宿等によるスポーツツーリズムの推進 
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 基本目標５  地域のスポーツ活動の充実と環境の整備 

 

地域の実情に合わせて、気軽にスポーツ活動を行うことができるよう、総合型地域

スポーツクラブと関係機関等との連携を図り、地域のスポーツ活動の支援を行うとと

もに、スポーツ推進委員の研修機会を充実し、さらなる資質の向上を図ります。 

 また、スポーツ施設の有効活用や大仙市公共施設等総合管理計画に基づく計画的な

補修整備等を行うとともに、施設の利便性向上を図ります。 

 

 

【現状と課題】 

大仙市内では１０（大曲３、神岡１、西仙北１、中仙１、協和１、南外１、仙北１、

太田１）の総合型地域スポーツクラブが活動しており、地域の実情に合わせたスポ

ーツ教室やイベントの開催のほか、本市のスポーツ施設の指定管理業務を行ってい

ます。 

地域に根差した総合型地域スポーツクラブの活動は、地域スポーツの充実ととも

に、子どもたちの居場所づくり、世代間交流等の効果が期待できることから、総合型

地域スポーツクラブと関係機関との連携を強化し、支援を継続していく必要があり

ます。 

また、本市には５６名（令和５年度）のスポーツ推進委員がおり、スポーツイベン

トでの実技指導やスポーツ事業の運営、総合型地域スポーツクラブの運営にも積極

的に参画しています。今後もスポーツ推進委員が地域のスポーツ活動に主体的に関

わることができるよう研修機会の充実などを継続する必要があります。 

【具体的な施策】 

①大仙市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の中で、情報交換の場を持ち、指導、

助言、支援を行うとともに、総合型地域スポーツクラブの今後の方向性について検

討を進めます。 

②総合型地域スポーツクラブにスポーツ協会やスポーツ少年団の各支部事務局を置

くことで、総合型地域スポーツクラブと地域のスポーツ団体との連携強化を図り、

地域のスポーツ活動を支援します。 

③スポーツ推進委員について、各地域の総合型地域スポーツクラブに所属し、地域の

スポーツ活動の担い手としてより一層活躍できるよう、研修機会の充実を図りま

す。 

地域のスポーツ活動の充実と環境の整備 

（１）総合型地域スポーツクラブと関係機関との連携 

基本目標 5 
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【現状と課題】 

本市のスポーツ施設は、平成１７年３月の市町村合併前から引き継がれた施設が

多く、総じて経年劣化が進んでいます。平成１９年の「秋田わか杉国体」を契機とし

て整備されたスポーツ施設についても整備から１０年以上が経過し、毎年の維持管

理に加え、補修整備が必要な施設も出てきており、計画的な補修整備等の対応が必

要となっています。また、施設の利用方法について、利用者にとって分かりづらい面

や不便を感じる点があるという声が寄せられていることを受け、市民にとって気軽

に利用できる施設を目指し、デジタル技術を活用した施設運営や効果的な施設活用

に向けた取組を進めていく必要があります。 

 

【具体的な施策】 

① 大仙市公共施設等総合管理計画に基づき、スポーツ施設を安心して利用できるよ

う計画的に施設の補修整備等を進め、安全性の確保に努めます。また、アーバン

スポーツや eスポーツ等近年関心が高まっているスポーツについて、そのニーズ

や動向等を把握しながら所要の環境整備に係る検討を進めていきます。 

②身近で利用しやすい地域スポーツの活動拠点として、市内小中学校スポーツ施設

の開放と公民館等に併設しているスポーツ施設の利用を促進します。 

③総合型地域スポーツクラブの拠点となるスポーツ施設については、総合型地域ス

ポーツクラブが施設を管理する体制を整え、地域のスポーツ団体が利用しやすく

適切で効率的な施設の維持・管理を図ります。 

④市民が気軽にスポーツ施設を利用できるよう、ホームページ等に市内のスポーツ

施設の情報（利用時間、利用料金、休館日、申込方法等）を分かりやすく掲載す

るとともに、新たに施設予約システムを導入し、利便性の向上に努めます。 

⑤施設ごとのアンケート調査を継続し、スポーツ施設の実態や市民のニーズを把握

することで、必要に応じて利用時間や利用料金の見直しを図り、受益者負担の適

正化に努めます。 

⑥大仙市スキー場連絡協議会を立ち上げ、スキー場が抱えている課題等を把握し、

その解消に向けた取組を検討するとともに、今後のスキー場運営についての方向

性の見直しを図ります。 

 

（2）スポーツ施設の充実と利用しやすい施設の環境整備 
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重点施策     

本計画の目標を達成するために特に力を入れて取り組む施策を 

「重点施策」として位置づけ積極的に推進していきます。 

 

 

○ 本市の一大スポーツイベント「全国・全県５００歳野球大会」について、今後も持

続的発展ができるよう、共催・関係団体と連携した取組を一層推進するとともに、健

康志向の高まり等からランニング人気が続いていることを背景に、スポーツツーリズ

ムの新たな柱とすべく、既存ロードレースのグレードアップを図っていきます。 

 

 

○ 「一生 スポーツ 一生 健康」を実現していく上で重要な役割を果たすスポーツ団体

の活動を持続的に発展させていくため、関係機関との連携のもと、大仙市スポーツ協

会や市内各地の総合型地域スポーツクラブ、スポーツ少年団等に対し、引き続き所要

のサポートを行っていきます。 

 

 

○ 東京２０２０オリンピック・パラリンピックのスポーツ・レガシーの継承・発展に

向けた重点施策として、また、国の第３期スポーツ基本計画の中でも総合的・計画的

に取り組む事項の一つに位置付けられているスポーツＤＸについて、本市においても

積極的に取り組んでいきます。単なるデジタル化ではなくＢＰＲを念頭に取り組むこ

ととし、先ずはスポーツ施設の電子予約システムの導入やロードレースの大会運営へ

のデジタル導入などを進めていきます。 

○ ＤＸは、スポーツに関する知見や機会を市民・社会に広く提供することを可能とし、

スポーツを「する」「みる」「ささえる」の実効性を高めます。インクルーシブ社会

の実現の観点からも、ｅスポーツ等新たな概念のスポーツの普及やＳＮＳ等のデジタ

ルプラットフォームを活用した情報発信などに取り組み、スポーツの新たな潮流に対

応していきます。 

 ※ＢＰＲ…Business Process Re-engineering。既存の業務体系や制度等を根本から見直し再構築すること。 

１ スポーツツーリズムの推進  

２ スポーツ団体活動の維持・促進  

３ スポーツＤＸの推進  

 

重点施策 
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第３章  計画の推進 

１ 計画の推進 

本計画の推進にあたっては、基本理念である「一生 スポーツ 一生 健康」のもと、

市民一人ひとりがライフスタイルに応じてスポーツに親しみ、健康で生き生きとした生

活を送ることができる豊かな生涯スポーツ社会の実現を目指し、効果的かつ着実に施

策・事業を進めていきます。 

また、施策・事業の実施にあたっては、市のみならず、市民やスポーツ関係者、関係

機関・団体等の主体的な参画による「協働」が重要な要素であることから、関係者との

連携の強化や協働に向けた環境づくりを進めるとともに、その取組について市広報や市

ホームページ等を活用して積極的にＰＲしていきます。 

 

２ 計画の評価及び見直し 

本計画については、目標の達成状況や施策・事業の進捗状況、社会情勢の変化、市民

ニーズなどを把握・分析した上で、市民やスポーツ関係者、関係機関・団体、学識経験

者等からの意見をいただきながら評価するものとし、その評価に基づいて所要の計画内

容の見直しを行っていきます。 
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令和4年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果

１ 小学校の状況

５年男子 ５年女子

２ 中学校の状況

２年男子 ２年女子

※グラフは各種目、体力合計点を全国平均を50として比較（Ｔ得点）

（体力合計点：実技の数値を得点化し合計したもの）

　　　　　大仙市
　　　　　秋田県
　　　　　　国

　　　　　大仙市
　　　　　秋田県
　　　　　　国

　　　　　大仙市
　　　　　秋田県
　　　　　　国

　　　　　大仙市
　　　　　秋田県
　　　　　　国

45.0

50.0

55.0

60.0
体力合計点

握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

45.0

50.0

55.0

60.0
体力合計点

握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ソフトボール投げ

45.0

50.0

55.0

60.0
体力合計点

握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

持久走

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ハンドボール投げ

45.0

50.0

55.0

60.0
体力合計点

握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

持久走

20ｍシャトルラン

50ｍ走

立ち幅とび

ハンドボール投げ

体力(点） 握力（kg) 上体(回） 長座(cm) 反復(点） シャトル(回） 50ｍ(秒） 立幅（ｃｍ） ソフト投（ｍ）

全国 52.28 16.21 18.86 33.79 40.36 45.92 9.53 150.83 20.31
秋田県 54.31 16.98 19.63 35.02 42.99 50.11 9.72 154.21 22.64
大仙市 57.59 18.10 20.98 37.63 44.39 52.23 9.42 161.15 25.69

小5
男子

体力(点） 握力（kg) 上体(回） 長座(cm) 反復(点） シャトル(回） 50ｍ(秒） 立幅（ｃｍ） ソフト投（ｍ）

全国 54.31 16.10 17.97 38.18 38.66 36.97 9.70 144.55 13.17
秋田県 57.09 16.68 19.11 39.63 41.86 42.69 9.77 148.32 14.59
大仙市 59.42 17.73 20.24 42.33 42.64 44.07 9.62 151.09 15.65

小5
女子

体力(点） 握力（kg) 上体(回） 長座(cm) 反復(点） 持久(秒） シャトル(回） 50ｍ(秒） 立幅（ｃｍ） ハンド投（ｍ）

全国 41.04 28.99 25.74 43.87 51.05 409.81 78.07 8.06 196.89 20.28
秋田県 43.40 31.07 26.84 45.96 51.72 412.55 78.72 8.00 200.66 21.38
大仙市 48.19 32.26 28.24 50.09 53.85 標本数０人 81.52 7.71 212.80 25.04

中2
男子

体力(点） 握力（kg) 上体(回） 長座(cm) 反復(点） 持久(秒） シャトル(回） 50ｍ(秒） 立幅（ｃｍ） ハンド投（ｍ）

全国 47.42 23.21 21.67 46.07 45.81 302.89 51.60 8.96 167.04 12.45
秋田県 49.22 24.11 22.51 48.00 46.63 316.77 51.94 8.99 168.42 13.16
大仙市 51.79 23.75 22.85 50.64 47.11 標本数０人 52.10 8.89 176.64 14.71

中2
女子
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単位団数 団

団員数

指導者数

2021 2022

全国500歳野球大会
県外チーム参加数

推移状況 単位 2019 2020

26

スポーツ合宿誘致数 団体 26 0 2 11

チーム
数

22 中止 中止

78 76 72

スポ少登録状況

79

大仙市スポーツ賞
表彰者数

人 109 69

691 612

93 104

団体 34 13 22 21

1,2711,4041,4571,608
人

533 485
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第1条 第6条

第7条

第2条

第8条

第3条

第4条

　

第5条

5　部会長は、検討部会を代表し、会議
 の議長となる。

3　検討部会に部会長を置き、部会長は
 スポーツ振興課長とする。

4　部会長は、必要があると認められる
 ときは、委員以外の者を会議に出席さ
 せ、説明を求め、又は意見の聴取をす
 ることができる。

　 計画原案の作成に際し、専門的事項
 の検討及び研究調査を行うため、策定
 委員会に検討部会を設置する。

2　検討部会の委員は、別表第1に掲げる
 課のスポーツ振興に関わる職員をもっ
　て充てる。

（検討部会）

（会　議）

2　委員長は、必要があると認めるときは、策
　定委員会の委員以外の者を会議に出席
　させ、説明を求め、又は意見を聴取するこ
　とができる。

3　副委員長は、委員長が指名し、委員

　長に事故あるとき又は委員長が欠けた
　ときは、その職務を代理する。

　　策定委員会の会議は、必要に応じて委
　員長が招集する。

     この要綱は、令和５年４月１日から施

  行し、策定が完了した時点で失効する。（委員長及び副委員長）

　 策定委員会に、委員長及び副委員長
  を置き、委員長は大仙市観光文化スポ
　ーツ部の職にある者をもって充てる。

別表第１
大仙市スポーツ推進計画策定委員会　検討部会

2　委員長は、策定委員会を代表し、会

　議の議長となる。

（附 則）

第4次大仙市スポーツ推進計画策定委員会設置要綱

（設　置） （任 期）

　大仙市スポーツ推進計画の策定に際し、必
要な事項を協議し、計画の原案を作成するた
め、大仙市スポーツ推進計画策定委員会（以
下、「策定委員会」という。）を設置する。

　 策定委員会及び策定検討部会の委員
 の任期は、第４次大仙市スポーツ推進計画の
 策定が完了するまでの期間とする。

（庶 務）
　 策定委員会及び策定検討部会の庶務
 は、スポーツ振興課において処理する。

（組　織）

　委員は、次の各号に掲げる者をもって組織
する。
　（1）学識経験者
　（2）関係行政機関の職員
　（3）スポーツ関係団体等の代表者
　（4）委員長が必要と認める者

（雑 則）

   この要綱に定めるもののほか、委員会
 の運営その他必要な事項は、委員長が定
 める。

観光文化スポーツ部 スポーツ振興課

部 課 名

企画部 総合政策課

健康福祉部 健康増進センター

健康福祉部 高齢者包括支援センター

建設部 都市管理課

教育委員会事務局 教育指導課

教育委員会事務局
生涯学習課
(公民館スポーツ担当者含む）
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№ 氏　名 所属等 備　考

1 藤原　聖一 大仙市スポーツ協会　会長 副委員長

2 伊藤　勝 大仙市スポーツ推進委員会　委員長

3 　小笠原　重夫　大仙市スポーツ少年団　本部長

4 安田　正一 大仙市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会　会長

5 郡山　茂樹 大仙市スポーツツーリズムコミッション　副会長

6 伊藤　恵造 学識経験者（秋田大学教育文化学部　准教授） 監修

7 松岡　伸幸 学識経験者（㈱大曲スポーツセンター　代表取締役社長）

8 川久保　浩之 ミズノ株式会社　営業統括本部営業推進部　上級専任職

9 鈴木　良二 大曲仙北中学校体育連盟　会長(仙北市立神代中学校長）　

10 島田　智 大仙市小中学校長会　会長(大曲南中学校長）

11 熊木　雄一 企画部　総合政策課　課長

12 生田目　晴美 健康福祉部　健康増進センター　次長兼所長

13 湊谷　修二 健康福祉部　高齢者包括支援センター　所長

14 高橋　完 建設部都市管理課　課長

15 藤原　秀一 教育委員会事務局　教育指導課　次長兼課長

16 八嶋　洋晃 教育委員会事務局　生涯学習課　課長

17 加賀　貢規 観光文化スポーツ部　部長 委員長

19 鈴木　貴博 観光文化スポーツ部　スポーツ振興課　課長

№ 氏　名 所属課 備　考

1 鈴木　貴博 観光文化スポーツ部　スポーツ振興課　課長 部会長

2 田畑　美紀子 大仙市スポーツ協会・大仙市スポーツ少年団事務局

3 鈴木　知哉 企画部 総合政策課

4 石田　素子 健康福祉部 健康増進センター

5 畑江　澄子 健康福祉部 高齢者包括支援センター

6 佐藤　公大 建設部 都市管理課

7 中山　憲太郎 教育委員会事務局 教育指導課

8 村上　範子 教育委員会事務局 生涯学習課

9 高橋　寛光 教育委員会事務局 生涯学習課　神岡中央公民館

10 高橋　政浩 教育委員会事務局 生涯学習課　大綱交流館　

11 伊藤　啓太 教育委員会事務局 生涯学習課　中仙公民館

12 小林　正 教育委員会事務局 生涯学習課  協和公民館

13 山谷　健 教育委員会事務局 生涯学習課  南外公民館

14 本間　雅詞 教育委員会事務局 生涯学習課  仙北公民館

15 明平　直人 教育委員会事務局 生涯学習課  太田公民館

16 寺村　亮 観光文化スポーツ部　スポーツ振興課

17 松井　公未子 観光文化スポーツ部　スポーツ振興課

18 鈴木　賢人 観光文化スポーツ部　スポーツ振興課

第４次大仙市スポーツ推進計画策定委員会委員名簿

策定委員会

検討部会
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年月日 内　容 備　考

令和5年2月8日 秋田大学訪問 秋田大学教育文化学部

令和5年4月1日 スポーツ推進計画策定委員会設置要綱　施行

令和5年4月21日 秋田大学伊藤恵造先生への指導協力依頼 秋田大学教育文化学部

令和5年4月24日 秋田大学教育文化学部総務課へ派遣依頼 秋田大学

令和5年5月1日 スポーツ推進計画策定委員・検討部会員委嘱

令和5年9月25日 第1回スポーツ推進計画策定委員会 大曲庁舎　大会議室

令和5年10月27日 第1回スポーツ推進計画検討部会 大曲庁舎　第１委員会室

令和5年11月30日 第2回スポーツ推進計画検討部会 書面決議

令和5年12月18日 第2回スポーツ推進計画策定委員会 書面決議

令和6年2月9日 第3回スポーツ推進計画検討部会 書面決議

令和6年2月15日 第3回スポーツ推進計画策定委員会 大曲庁舎　第１委員会室

第4次大仙市スポーツ推進計画策定経過
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区分 No. 施　設　名 所　在　地 設置年度 競技面数 問い合わせ先 AED

1 大曲体育館 大曲花園町１番１号 平成１４年
バレーボール２面
バスケットボール２面

大曲体育館
0187-63-1122 ♥

2 花館公民館体育館 花館上町５番１９号 昭和５３年
バレーボール１面
バスケットボール１面

花館公民館
0187-62-3012 ♥

3 内小友公民館体育館 内小友字仙北屋６８番地２ 昭和５３年
バスケットボール１面
バドミントン２面
バレーボール１面

内小友公民館
0187-68-2033 ♥

4 大川西根公民館体育館 大曲西根字小館１０番地 昭和５６年
バレーボール１面
バスケットボール１面

大川西根公民館
0187-68-3531 ♥

5 藤木公民館体育館 藤木字乙本藤木８番地 昭和５５年
バレーボール１面
バスケットボール１面

藤木公民館
0187-65-2823 ♥

6 四ツ屋公民館体育館 四ツ屋字西下瀬１６２番地４ 令和５年
バドミントン１面
バレーボール１面
バスケットボール１面

四ツ屋公民館
0187-66-1500 ♥

7 角間川公民館体育館 角間川字四上町１番地 昭和５５年
バレーボール１面
バスケットボール１面

角間川公民館
0187-65-2545 ♥

8 サンクエスト大曲 大曲日の出町一丁目２３番３号 平成　４年
バレーボール１面
バスケットボール１面

サンクエスト大曲
0187-63-5572 ♥

9 はぴねす大仙 幸町２番７０号 平成２２年
バレーボール１面
バスケットボール１面

はぴねす大仙
0187-88-8722 ♥

10
健康文化活動拠点センター
「ペアーレ大仙」

大曲中通町６番１０号 平成１１年 多目的ホール１・教室６
ペアーレ大仙

0187-63-8600 ♥

11 神岡体育館 神宮寺字大坪街道下２２番地 昭和５８年
バレーボール２面
バスケットボール１面

嶽ドーム
0187-72-2721 ♥

12 西仙北スポーツセンター 刈和野字小野１７番地１ 平成　２年 バスケットボール２面
西仙北スポーツセンター

0187-75-0552 ♥

13 土川体育館 土川字半道寺西野１番地 平成２４年 バスケットボール１面
西仙北中央公民館
0187-75-1115 ♥

14 西仙北西体育館 強首字上野台９２番地１ 平成２４年 バスケットボール１面
西仙北中央公民館
0187-75-1115 ♥

15 中仙農業者トレーニングセンター 長野字一ノ坪５８番地 昭和６２年
バレーボール２面
バスケットボール１面

長野分館
0187-56-4120 ♥

16
中仙総合スポーツ施設
「サン・ビレッジ中仙」

豊岡字中荒井野１５５番地３ 平成　７年
バレーボール２面
バスケットボール２面

豊岡分館
0187-57-2010 ♥

17 八乙女交流センター 長野字長野山８８番地 平成１９年
バレーボール２面
バスケットボール２面

八乙女交流センター
0187-56-3870 ♥

18 サン・スポーツランド協和体育館 協和船岡字大袋２番地２ 平成１８年
バスケットボール２面
格技場・ランニングコース

ｻﾝ･ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ協和(体)
018-892-3088 ♥

19 稲沢体育館 協和稲沢字堤ケ沢出口６番地 平成　６年 バスケットボール１面
協和公民館

018-892-3698

20 協和第２体育館 協和峰吉川字南明谷地１番地 平成　２年 バスケットボール１面
協和公民館

018-892-3698

21 小種体育館 協和小種字上鏡台２番地１ 昭和６３年 バスケットボール１面
協和公民館

018-892-3698

22 協和淀川農林漁業者トレーニングセンター 協和下淀川字車田４８番地 昭和６２年 バスケットボール１面
淀川分館

018-896-2111

23 南外体育館 南外字梨木田２０８番地３ 平成　５年
バレーボール２面
バスケットボール２面

南外体育館
0187-73-1005 ♥

24 ふれあい体育館 堀見内字下田茂木１２２番地 平成２１年
バレーボール２面
バスケットボール２面

ふれあい体育館
0187-69-2115 ♥

25 太田体育館 太田町横沢字堤田３６９番地１ 昭和５２年
バレーボール２面
バスケットボール１面

太田体育館
0187-88-1350 ♥

26 太田体育館クラブハウス 太田町横沢字堤田３６９番地４ 平成　８年
ミーティング室２
クラブルーム６・指導員室２

太田体育館
0187-88-1350

27 太田トレーニングセンター 太田町太田字築地古館２７番地１ 平成　３年
バレーボール２面
バスケットボール１面

太田体育館
0187-88-1350

小計 27

令和6年3月末現在

大仙市スポ－ツ・レクリエ－ション施設一覧

体
 
育
 
館

※♥マークが付いている施設は、常時AEDが設置されています。
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区分 No. 施　設　名 所　在　地 設置年度 競技面数 問い合わせ先 AED

1 大仙市総合公園野球場 内小友字明通５８番地 平成１７年
野球１面（硬式可）
野球屋内練習場２面

総合公園野球場
0187-86-4121 ♥

2 太平健康広場 神宮寺字鶴ケ沢出口５０番地１ 昭和５８年 野球１面
神岡中央公民館

0187-72-2501

3 中川原グラウンド 神宮寺字吉貝人着１３７番地 昭和５４年 野球２面
嶽ドーム

0187-72-2721

4 神岡野球場 北楢岡字向堀野２番地１ 昭和６３年 野球１面（ナイター可）
嶽ドーム

0187-72-2721

5 西仙北緑地運動広場 強首字上野台２３番地１の内 昭和５７年 野球１面
西仙北スポーツセンター

0187-75-0552

6 八乙女球場 長野字八乙女１００番地４ 平成１６年 野球１面（硬式可・ナイター可）
八乙女交流センター
0187-56-3870 ♥

7 鴬野運動場 上鴬野字沼向１番地１ 平成　５年 野球１面
鴬野分館

0187-56-2322

8 サン・スポーツランド協和野球場 協和船岡字大袋２番地２ 平成　４年 野球１面（硬式可・ナイター可）
ｻﾝ･ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ協和(野)

018-892-3400 ♥

9 南外運動場 南外字上野９９番地１ 昭和４９年 野球１面
南外体育館

0187-73-1005

10 南外山村運動広場 南外字小出３７５番地外 昭和６３年 野球１面
南外体育館

0187-73-1005

11 仙北球場 堀見内字元田茂木３５番地外 昭和５４年 野球１面（硬式可）
ふれあい体育館

0187-69-2115 ♥

12 太田球場 太田町横沢字堤田３５０番地 昭和６０年 野球１面（硬式可・ナイター可）
太田公民館

0187-88-1119 ♥

13 太田多目的グラウンド 太田町斉内字北開１８２番地１ 平成　６年 野球１面
太田公民館

0187-88-1119

14 鷹ノ巣地区運動場 松倉字鷹ノ巣１９０番地 昭和５３年 野球１面
都市管理課

0187-66-4908

15 花館グラウンド運動公園 花館字中野下川原地内 昭和５９年 野球１面
花館公民館

0187-62-3012

16 川港親水公園グラウンド 藤木字東八圭及び丙大久保地内 平成　８年 野球１面
藤木公民館

0187-65-2823

小計 16

1 大曲武道館 大曲花園町１番１号 令和２年 柔道2面・剣道2面（兼用）
大曲体育館

0187-63-1122

2 仙北第二武道館 堀見内字西福嶋１１２番地 昭和５６年 柔道１面
仙北公民館

0187-69-3333 ♥

3 角間川剣道場 角間川町字四上町１番地 昭和５５年 剣道１面
角間川公民館

0187-65-2545

4 かみおか嶽雄館柔道場 神宮寺字下川原前開１０２番地 平成　８年 柔道１面
神岡中央公民館

0187-72-2501

5
サン・スポ－ツランド
協和体育館内格技場

協和船岡字大袋２番地２ 平成１８年 柔道１面
ｻﾝ･ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ協和(体)

018-892-3088

小計 5

1 大仙市民プール 大曲川原町２番６２号 昭和５０年
幼児プール１
一般プール１

大仙市民プール
0187-63-0666 ♥

2 大仙市神岡Ｂ&Ｇ海洋センター 神宮寺字中瀬古川敷２１０番地 平成　元年
幼児プール１
一般プール１

神岡中央公民館
0187-72-2501

3
健康文化活動拠点センター
「ペアーレ大仙」

大曲中通町６番１０号 平成１１年 一般プール１
ペアーレ大仙

0187-63-8600 ♥

小計 3

令和6年3月末現在

野
 
球
 
場

武
 
道
 
場

プ
ー
ル

※♥マークが付いている施設は、常時AEDが設置されています。
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区分 No. 施　設　名 所　在　地 設置年度 競技面数 問い合わせ先 AED

1 大仙市総合公園多目的広場 内小友字中沢地内 平成２１年

グラウンド・ゴルフ
２コース（１６ホール）
パークゴルフ
２コース（１８ホール）

スポーツ振興課
0187-63-1111

2 「大曲の花火」公園多目的広場 小貫高畑地内 平成２４年
グラウンド・ゴルフ
4コース（３２ホール）

スポーツ振興課
0187-63-1111

3
西仙北緑地運動広場
グラウンドゴルフ場

強首字上野台２３番地１の内 平成２１年
グラウンド・ゴルフ
４コース（３２ホール）

西仙北スポーツセンター
0187-75-0552

4 秋田太田奧羽グラウンド・ゴルフ場 太田町太田字惣行小坂４７番地 平成　６年
グラウンド・ゴルフ
12コース（９６ホール）

秋田太田奥羽ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ場
0187-86-9116

5 中川原運動公園グラウンド・ゴルフ場 神宮寺字屋敷南３７番１９外 平成１６年
グラウンド・ゴルフ
４コース（３２ホール）

嶽ドーム
0187-72-2721

6 米ケ森公園グラウンド・ゴルフ場 協和荒川字新田表地内 平成１８年
グラウンド・ゴルフ
４コース（３２ホール）

道の駅協和
018-881-6646

7 南外ふれあいパークふれあい広場 南外字梨木田６２番地１外 平成１４年
グラウンド・ゴルフ
４コース（３２ホール）

南外体育館
0187-73-1005

小計 7

1
西仙北スポーツセンター
ゲートボール場

刈和野字小野１７番地１ 平成　２年 ゲートボール３面
西仙北スポーツセンター

0187-75-0552

2
サン・スポーツランド
協和ゲートボール場

協和船岡字大袋２番地２ 平成　４年 ゲートボール４面
ｻﾝ･ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ協和(体)

018-892-3088

3 太田多目的運動広場 太田町横沢字堤田３４４番地１ 平成　２年 ゲートボール８面
太田体育館

0187-88-1350

4 仙北健康広場屋内ゲートボール場 堀見内字元田茂木６１番地外 平成　元年 ゲートボール１面
ふれあい体育館

0187-69-2115

小計 4

ゴ
ル
フ
場

1 大仙市民ゴルフ場 花館柳町１番１号 昭和５９年 １８ホ－ル
(株)大曲スポーツセンター

0187-63-0252 ♥

小計 1

1 多目的交流施設「樹パル」 協和船岡字大袋２番地２ 平成１４年 ゲートボール２面
樹パル

018-892-3530 ♥

2 神岡中央公園屋内多目的施設「嶽ドーム」 神宮寺字中瀬古川敷２１２番地 平成１８年 テニス２面・フットサル２面
嶽ドーム

0187-72-2721

3 太田交流プラザ 太田町横沢字堤田４８７番地 平成１０年 野球屋内練習場１面
太田体育館

0187-88-1350

小計 3

屋

外

多

目

的

運

動

場

1
仙北ふれあい公園多目的人工芝グラウンド
「ふれあいスポーツランド　ソラーレ」 堀見内字下田茂木７８番地外 令和５年 サッカー２面

ふれあい体育館
0187-69-2115

小計 1

陸
上
競
技
場

1 花館グラウンド運動公園 花館字中野下川原地内 昭和５９年 競技場１面
花館公民館

0187-62-3012

小計 1

合計 88

令和6年3月末現在※♥マークが付いている施設は、常時AEDが設置されています。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

屋
内
多
目
的
運
動
場
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